
販売ＰＬＵＳ®カスタマイズ版の追加機能

●伝票（伝票種類の拡張）
チェーンストア統一伝票：ターンアラウンド１型、ターンアラウンド２型、タイプ用、タイプ用１型、ＯＣＲ用
ＯＣＲ用２型
百貨店統一伝票：①型、②型、タイプ用２型
菓子統一伝票：タイプ用６Ｐ
業際統一伝票

●伝票（得意意先特殊印字の対応）
㈱エス・エス・アイ（ﾁｪｰﾝｽﾄｱﾀｲﾌﾟ用1型）、㈱東武ストア（同ﾀｲﾌﾟ用1型） 、㈱ロビンソン（同ｱﾀｲﾌﾟ用1型）
㈱イオン（同ﾀｲﾌﾟ用1型） 、いなげや（同ﾀｲﾌﾟ用1型） 、ユニー㈱ （ﾁｪｰﾝｽﾄｱﾀｲﾌﾟ用） 、
フードスクェアカスミ㈱（同ﾀｲﾌﾟ用）、㈱さくらコマース（同ｱﾀｲﾌﾟ用）、㈱イオン（ﾁｪｰﾝｽﾄｱTA1型）
㈱ダイエ（ﾁｪｰﾝｽﾄｱTA2型）、㈱イトーヨーカドー（同TA2型）、ヤオコー（同TA2型）

●ｵﾝﾗｲﾝ イオン、イトーヨーカドー、ダイエー、ヤオコー等のオンライン受注対応

●在庫 複数倉庫の対応、リアルタイム在庫照会

●出荷 ピッキングリスト発行、百貨店納品代行依頼書の発行

●請求 郵便振替請求書の発行、得意先指定請求書の発行

●製品 製品入庫機能追加、セット商品完成引き落とし処理可能

●設定 得意先別商品設定の対応、事業所の部門の対応

販売ＰＬＵＳはカスタマイズが可能なパッケージソフトです。お客様の業務に合わせて機能や帳票の追加
変更ができます。このカスタマイズ事例では下記の機能が追加されてます。



販売ＰＬＵＳカスタマイズ版の機能フロー

受注
出荷

仕入

支払

出金

買掛

●市販の通信手順ソフト
（JCA手順等）でＥＯＳ
データをオンライン受信

●仕入伝票と出金
伝票から支払明細
を一括作成

●月次で締めて。
買掛金残高を確定

●出金伝票を入力
支払の出金消込可

売上

請求

入金

売掛

●売上伝票と入金
伝票から請求書を
一括作成

●入金伝票を入力
請求の入金消込可

●月次で締めて
売掛金残高を確定

通信手順
ｿﾌﾄ

ｵﾝﾗｲﾝ
受注登録

発注

●受信データを
販売プラスに受注登録

●受注伝票の入力
●出荷処理
・ピッキングリストの印刷
・売上伝票の印刷
・納品代行依頼書の印刷
・送り状の印刷

●売上伝票の直接入力
●売上伝票の印刷
●着荷処理

●注文書の入力
●注文書の印刷
●発注処理（仮仕入伝
票作成）

●注文書から納品処理
●仕入伝票の直接入力
●仕入伝票の印刷

在庫
製品
入庫

●自社製品の入庫



販売ＰＬＵＳカスタマイズ版のメニュー

販売プラスを起動するとメニュー画面が開きます。
●メインメニュー（業務処理）、オンラインメニュー（オンライン受注登録）、レポートメニューがあります。

メインメニュー オンラインメニュー レポートメニュー



【受注】受注伝票一覧画面

この画面には受注伝票の一覧が表示されます。この画面では下記の各種の処理をします。
●受注伝票を手入力します。●オンライン受注データもこの画面に表示されます。

●売上伝票を印刷します。●出荷処理をします。

●［受注登録］ボタンを押すと、次ページ
の受注伝票の入力画面が開きます。

●伝票を選択して［編集］
［削除］をします。

（参考）伝票の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

受注伝票の
一覧表示

●伝票を選択して［売上伝票］を印刷します。

●伝票を選択して［送り状］
が印刷できます。

●［出荷］処理をします。
出荷すると、伝票はこの画面では非表示になり、
売上伝票の一覧画面に移動します。

（参考）電子受注（ＥＯＳ）で取り
込んだ受注データもこの画面に
表示されることになります。



【受注】受注伝票の入力

受注伝票の入力画面です。
●百貨店統一伝票、ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票、菓子統一伝票、業際統一伝票、納品書（自社）などに対応しています。

⑤明細行を入力します。
・商品ｺｰﾄﾞ（自社）を入力すると商品
登録の印字欄（品名、規格、ｺｰﾄﾞ1、
ｺｰﾄﾞ2）、入り数、単位、原単価、売単
価が表示されます。
・原単価は得意先の単価区分により
単価欄の0,1,2～が適用されます。
・伝票種別により入力できるMAX行
数がかわります。
・ｹｰｽ数を入力すると、入り数×ｹｰｽ
数=数量が表示されます。
・ｹｰｽ数を空欄にしておいて、直接に
数量を入力してもＯＫです。
・表示内容は、この画面で自由に変
更できます。

①得意先（請求先）を入力します。
②得意先の事業所を選択します。
③届け先を選択します。

●宛先が表示されます。
得意先＜事業所＜届け先の優先順で
住所が表示されます。
●［編集］ボタンを押して、この伝票の
宛先の内容が変更できます、

●二次卸の社名が入力できます。

●伝票種別、出荷元、
税処理、担当者、社
ｺｰﾄﾞ～その他ｺｰﾄﾞは
得意先・事業所・届け
先に登録してある内
容がセットされます。
セットされた内容は、
この画面で変更する
こともできます。

④出荷予定日と着荷予定日を入力します。

●出荷区分：「売上」「倉庫移動」「仮売上」「その他」から選択
「売上」以外の区分では、出荷先の入力欄が表示されます

●売上区分：「売上」「返品」「値引」「その他」から選択（返品値引は売上伝票のみ可）

●税処理：消費税の計算方法を「請求毎」「伝票毎」「明細毎」から選択

●伝票摘要：摘要欄のある伝票に印字されます。

●ピッキング連絡用：ピッキングリストに印字されます。

●内税額：課税欄が「内税」のとき表示されます。

●外税額：税処理が「伝票毎」「明細毎」のとき表示されます。

●状況：出荷処理を
すると「出荷」欄にレ
点が付いて受注伝票
が売上伝票になりま
す。同時に在庫更新
もされます。
直送欄は未使用です。

●在庫更新：受注伝票を出荷するか、売上
伝票を入力すると在庫が更新されます。
数量を正数（例10）で入力すると、出荷元の
在庫が10減少します。負数（例－10）を入れ
ると10増加します。倉庫移動などでは、出荷
先の在庫は逆に更新されます。伝票区分が
「値引」は在庫更新しません。



【受注】在庫照会

受注伝票の入力画面で現在庫の照会ができます

●在庫を照会する商品を選択（行をクリック）して、
［F11:在庫］ボタンを押すと、在庫状況の照会画面が
開きます。

●画面左に倉庫別の現在庫が表示されます。
倉庫をクリックすると画面右に出荷待ちの受注が表示されます。

●在庫照会する商品の切り替えができます。



【受注】出荷処理①

受注伝票の一覧画面で出荷処理をします。
●ピッキングリスト、売上伝票、送り状、納品代行依頼書が印刷できます。

①受注伝票の一覧画面で、［出荷］ボタンを
押して、出荷画面を開きます。

②出荷倉庫を選択します。
届け先別に受注伝票の枚数が表示されます。

●届け先をクリックすると、画面右に受注伝票が
出荷日順に表示されます。

③出荷日を指定します。
指定した出荷日＝伝票の出荷日の伝票にレ点
が付いて出荷の対象になります。出荷遅れの
伝票は、ダブルクリックして伝票を開き出荷日
を変更して出荷の対象にします。

④着荷日を指定します。この日付が伝票
の着荷日欄に上書きされます。



【受注】出荷処理②ピッキングリストの印刷

出荷画面でピッキングリストが印刷できます。

①［ピッキングリスト］ボタンを押すと、画面右のレ点の
付いた受注伝票を対象にピッキングリストを印刷します。
印刷ダイアログが開きます。

●プリンタの切替えをします。 ●印刷します。

●商品コード順に伝票の明細を印字します。

●伝票のピッキング連絡用欄の内容を印字します。



【受注】出荷処理②売上伝票の印刷

出荷画面で売上伝票が印刷できます。

①［売上伝票］ボタンを押すと、画面右のレ点の付いた
受注伝票を対象に売上伝票を印刷します。

③プリンタの切替えをします。 ④印刷します。

●原価、売価の印字有無が指定できます。

②印刷ダイアログが開きます。印刷する伝票の種類を
選択します。（伝票枚数がセットされている行）



【受注】出荷処理②納品代行依頼書の印刷

出荷画面で納品代行依頼書が印刷できます。

①［橋場依頼書］ボタンを押すと、画面右のレ点の付い
た受注伝票を対象に納品代行依頼書を印刷します。
印刷ダイアログが開きます。

●プリンタの切替えをします。 ●印刷します。

●ケース数欄に入力すると依頼書に印字されます。



【受注】出荷処理②送り状の印刷

出荷画面で送り状が印刷できます。

①［送り状］ボタンを押すと、印刷ダイアログが開きます。
②送り状の種類を選択します。

●プリンタの切替えをします。 ●印刷します。



【受注】出荷処理③出荷登録

出荷作業が済んだら、出荷の登録処理をします。処理をすると、受注伝票は出荷画面から消えて
売上伝票の一覧画面に移動します。同時に在庫が更新されます。

①［出荷登録］ボタンを押すと、ダイアログが開きます。
②［ＯＫ］ボタンを押して出荷登録します。

●着荷日を指定します。この日付が伝票
の着荷日欄に上書きされます。



【売上】売上伝票一覧画面

この画面には売上伝票の一覧が表示されます。受注から出荷登録した売上伝票もこの画面に表示されます。
●売上伝票が直接に入力できます。

●［売上登録］ボタンを押すと、次ページ
の売上伝票の入力画面が開きます。
（参考）受注入力をせずに、ここで
直接に売上入力することもできます。

●伝票を選択して［編集］［削
除］ができます。
・受注から作成した売上伝票
を削除すると、受注に戻ります。
直接に入力した売上伝票は削
除されます。

●伝票を選択して［売上伝票］が印刷できます。

●伝票を選択して［送り状］が印刷できます。

●受注から作成した売上伝票と直接入力した
売上伝票が区別されます。

●年月を選択すると売上伝票が表示されます。



【売上】売上伝票の入力

売上伝票を直接に入力する画面です。受注伝票入力の画面と同一内容です。返品・値引きなどは（受注
画面でなく）この画面で入力します。［出荷］にレ点が付いているので、入力すると売上計上、在庫更新がさ
れます。また ［着荷］にレ点が付いているので合計請求書に記載されます。

●［出荷］印はレ点で固定されています。
●［着荷］印はレ点がディフォルトです。
レ点をはずすと合計請求書に記載されま
せん。



【売上】着荷処理

着荷、未着荷の処理より、合計請求書に記載する、しない（臨時的に）のコントロールができます。

①［着荷］ボタンを押して、着荷画面を開きます。 ②得意先を入力すると、未請求の伝票が表示されます。

③レ点をはずすと、合計請求書に記載されません。レ点を付ける
と合計請求書に記載されるようになります。



【請求】請求処理

この画面には請求書の一覧が表示されます。
●請求処理をすると、未請求の売上伝票と入金伝票から合計請求書が一括作成できます。

①［年度］［年月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③作成画面が開きます。
・［締め日］を選択して［集計］ボタンを押
します。

④得意先に設定してある締日ごとに請求書
の候補がレ点付きで表示されます。
レ点をはずすと請求書は作成されません。
・［ＯＫ］ボタンを押すと請求書が作成されて、
一覧画面に表示されます。

●［削除］ボタンを押して請求書が削除できます。
［削除］→［新規作成］とすれば何度でも再作成ができ
ます。
●［編集］ボタンを押すと請求書が開きます。
・宛名が編集できます。
・前回請求額が編集できます（ｼｽﾃﾑ移行のための初
回発行だけの機能）

（参考）
未着荷伝票は請求書に
記載されません。



【請求】請求書の印刷

請求書の一覧画面で請求書が印刷できます。自社請求書、郵便振替請求書、客先の指定請求書が
印刷できます。

①［年月］を選択します。
（作成済みの請求書の一覧が表示されます）

②印刷する請求書を選択して
［印刷］ボタンを押します。

（参考）
請求書の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

②印刷ダイアログが開くので、請求書の種
類を選択して［印刷］ボタンを押します。



【入金】入金伝票の入力

この画面には入金伝票の一覧が表示されます。
●入金伝票を入力します。●請求書の入金消しこみができます。

●［年月］を選択すると、入力済
みの入金伝票の一覧が表示され
ます。

①［新規作成］ボタンを押します。 ②入金伝票が開きます。
登録すると一覧画面に表示されます。

●入金日を入力します。
●得意先を選択します。
●請求書を選択します。
・選択すると請求書の入金消しこみができます。
・選択しないと売掛金残高に集計されるだけです。

●区分（入金、相殺）を選択します。
●種別（振込、現金、小切手・・・等）を選択します。

●当社負担の手数料を入力します。



【売掛】売掛金残高確定

この画面では、月次の売掛金残高を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

②［売掛確定］ボタンを押します。

③売上伝票と入金伝票が集計されて
売掛金残高が計算されます。

●［売掛クリア］→［売掛確定］の操作で
何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。



【発注】注文書一覧画面

この画面には注文書の一覧が表示されます。
●注文書を入力します。●注文書を印刷します。●発注処理をします。

●［新規作成］ボタンを押すと、次ページ
の注文書の入力画面が開きます。

●注文書を選択して［編集］
［削除］ができます。

（参考）注文書の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

注文書の
一覧表示

●注文書を選択して印刷できます。

●［発注］完了処理ができます。
発注すると、注文書はこの画面では非表示に
なり、仕入伝票の一覧画面に移動します。

（参考）注文書の登録をせずに
直接に仕入伝票の入力をしても
ＯＫです。

未使用



【発注】注文書の入力

注文書の入力画面です。
●自社（ＦＡＸ）注文書、ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票に対応しています。

●明細行を入力します。
・伝票種別で入力できる行数
がかわります。
・商品ｺｰﾄﾞ（自社）を入力する
と伝票の印字内容が表示さ
れます。
●商品に設定してある入数、
原価が表示されます。

●注文書の宛先を入力します。
・宛名の編集もできます。

●仕入先に設定されている自社担当名が
ディフォルト表示されます。変更も可能です。

●仕入区分（仕入、返品、値引、その他）を選択します。
●税処理（請求毎、伝票毎、明細毎）を選択します。
●宛先に設定されている伝票種別がディフォルト表示されます。
●倉庫を指定します。

●社店ｺｰﾄﾞ等
印字項目



【発注】注文書の印刷

注文書の一覧画面で注文書を選択して印刷します。
●自社（ＦＡＸ）注文書、ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票の印刷ができます。

①注文書を選択して［印刷］ボタンを押します。
複数の注文書を一括して選択できます。（伝票種別は混在していてもＯＫ）

②印刷ダイアログが開くので、伝票種別とプリンターを
選択して［印刷］ボタンを押します。

（参考）ＦＡＸ注文書のプレビュー画面
●届け先
部門設定の宛名が表示されます。



【発注】発注処理

注文書の一覧画面で発注処理をします。
●発注をすると「注文書」は「仕入伝票（仮）」になり、注文書一覧画面から仕入伝票一覧画面に移動します。

①［発注］ボタンを押します。
②発注画面が開きます。
・発注日を指定すると、発注日以前の明細に
レ点が付きます。
（手動でレ点を付けることもできます）
・［発注］ボタンを押します。
（注文書一覧画面から、仕入伝票一覧画面に
移動します。）

●（参考）
発注処理をすると注文書の［発注］印にレ点が付いて
仕入伝票（仮）になります。



【仕入】仕入伝票一覧画面

この画面には仕入伝票の一覧が表示されます。注文書から登録した仕入伝票もこの画面に表示されます。
●納品処理をします。●仕入伝票を直接に入力することもできます。

●［仕入登録］ボタンを押すと、次ページ
の仕入伝票の入力画面が開きます。
（参考）注文書からでなく、ここで
直接に仕入伝票も入力ができます。

●伝票を選択して［編集］［削除］
ができます。
・注文書から作成した仕入伝票を
削除すると、注文書に戻ります。
直接に入力した仕入伝票は削除
されます。

（参考）
伝票の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

仕入伝票の
一覧表示

●伝票を選択して［仕入伝票］が印刷できます。

●［納品］処理をします。
仕入先から納品されたら［納品］処理をします。
処理した伝票にレ点が付きます。
この処理をした仕入伝票が、売上に計上され
ます。在庫もプラスされます。

●注文書から作成した仕入伝票と直接入力した
仕入伝票が区別されます。

●［年月］を選択すると該当する納品日の伝票が表示されます。



【仕入】納品処理

注文書から作成した仕入伝票（仮）を納品処理します。この処理をすると仕入と在庫に計上されます。

①［納品］ボタンを押します。

③処理した伝票にレ点が付きます。
この処理をした仕入伝票が、仕入に計上されます。
在庫もプラスされます。

②仕入先を選択すると仕入伝票が一覧
表示されます。
納品されたものにレ点をつけて［ＯＫ］を
押します。



【仕入】仕入伝票の入力

仕入伝票を直接に入力する画面です。注文書の入力画面と同一です。
●［納品］印にレ点が付いているので、入力すると同時に仕入計上、在庫計上がされます。

●［発注］印はレ点で固定されています。
●［納品］印はレ点がディフォルトです。



【支払】支払処理

この画面には支払明細の一覧が表示されます。
●支払処理をすると、未支払の仕入伝票（納品済み）と出金伝票から支払明細が一括作成できます。

①［年度］と［月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③作成画面が開きます。
・［締め日］を選択して［集計］ボタンを押
します。

④仕入先に設定してある締日ごとに支払
明細の候補がレ点付きで表示されます。
・［作成］ボタンを押すと支払明細が作成
されて、一覧画面に表示されます。

●［削除］ボタンを押して支払明細が削除できます。
［削除］→［新規作成］とすれば何度でも再作成ができ
ます。
●［編集］ボタンを押すと支払明細が開きます。
・宛名が編集できます。
・前回支払額が編集できます（ｼｽﾃﾑ移行のための初
回発行だけの機能）



【出金】出金伝票の入力

この画面には出金伝票の一覧が表示されます。
●出金伝票を入力します。●支払明細の出金消しこみができます。

●［年月］を選択すると、入力済
みの出金伝票の一覧が表示され
ます。

①［新規作成］ボタンを押します。 ②出金伝票が開きます。
登録すると一覧画面に表示されます。

●出金日を入力します。
●仕入先を選択します。
●支払明細を選択します。
・選択すると支払明細の出金消しこみができます。
・選択しないと買掛金残高に集計されるだけです。

●区分（出金、相殺）を選択します。
●種別（振込、現金、小切手・・・等）を選択します。

●当社負担の手数料を入力します。



【買掛】買掛金残高確定

この画面では、月次の買掛金残高を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

②［買掛確定］ボタンを押します。

③仕入伝票と出金伝票が集計されて
買掛金残高が計算されます。

●［買掛クリア］→［買掛確定］の操作で
何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。



【製品入庫】入庫伝票一覧画面

この画面には入庫票の一覧が表示されます。
●入庫票を入力します。

●［入庫票］ボタンを押すと、次ページの
入力画面が開きます。

●伝票を選択して［編集］［削除］
ができます。

入庫伝票の
一覧表示

①［年度］と［月］を選択します。



【製品入庫】入庫伝票の入力

自社製品の入庫伝票を入力する画面です。●入力すると同時に在庫更新がされます。
●親の入庫と子（親を作るのに必要な半製品・材料など）の出庫を同時に入力することもできます。

●入庫日を入力します。
●倉庫を選択します。

●ケース数を入力します。

●商品を入力します。

●子の出庫を入力します。

●商品登録で構成（子）が登録してあると、
ここに表示されます。
●［F10］自動計算ボタンを押すと親の入庫
数から子の出庫数がセットされます。



【在庫】月次在庫確定

この画面では、倉庫別の月次在庫を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

③［在庫確定］ボタンを押します。

④売上伝票と仕入伝票が
集計されて在庫残高が
計算されます。●［在庫クリア］→［在庫確定］の操作で

何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。
●［単価修正］ボタンで単価が修正できます。
（参考）
受注画面の在庫照会で表示される在庫は、この処理で確定した
前月末在庫に当日までの入庫・出庫を集計して計算されます。

②倉庫を選択します。



【オンライン設定】得意先事業所設定

オンラインデータを処理するために得意先の社店を得意先テーブルの事業所に登録しておきます。
オンラインデータの処理時点で即時に登録することもできます。

社コード店コードはオンラインデータと一致して
ないといけません。



【オンライン設定】得意先商品設定

オンラインデータのコード１、コード２、品名、規格のいづれか（受信先により異なります）で
得意先の注文品と自社の商品が結び付けされます。

オンラインデータを処理するために得意先商品テーブルに登録しておきます。
オンラインデータの処理時点で即時に登録することもできます。



【オンライン設定】初期設定

①Onlineメニューで受信先をダブルクリックします。
受注登録画面が開きます。

この初期設定は一度だけ処理すればＯＫです。この処理で受信先と得意先を結びつけます。

②受注登録メニューの得意先の設定で得意先を設定します。
一度設定すれば記憶されます。

●受信先別のメニューです。



【オンライン受注】①データ受信

市販の通信手順ソフト（ＪＣＡ手順、全銀手順等）で受信したファイルを販売プラスの受信先別フォルダー
の中にセットします。ファイル名は受信先別に固定です。

Onlineフォルダー

イオン AeonOdr.dat
ダイエー DaieiOdr.dat
ヤオコー YaokoOdr.dat
ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ ItoYokadoOdr.dat
井筒屋 IzutsuyaOdr.dat

受信先別フォルダー



【オンライン受注】②受注登録

①Onlineメニューで受信先をダブルクリックします。
受注登録画面が開き、オンライン受信ファイルのデータが表示
されます。

オンライン受信ファイルを読み込んで受注伝票を登録します。

②［受注登録］ボタンを押して受注伝票を登録します。
得意先事業所設定、得意先商品設定が済んでいれば
伝票ヘッダー表示画面の登録欄にレ点が付いて受注伝票
が登録されます。

●伝票ヘッダーの表示
伝票枚数分の行数が表示されます。
行をクリックすると、伝票の明細行
（商品）が表示されます。

●伝票明細行の表示

●登録欄の□をクリックしてレ点を
付けると個別に伝票登録できます。
［受注登録］ボタンは一括登録の操
作になります。□をクリックしてレ点
をはずすと登録の取り消しになりま
す。



【オンライン受注】得意先事業所の即時登録

得意先の社店が得意先テーブルの事業所に登録してないと受注登録ができません。受注登録画面で
即時に登録することができます。

●登録画面には受信データの内容（店名、社
コード店コードなど）がセットされています。
伝票種別、倉庫、担当は得意先の基本情報か
らセットされます。内容を確認して［ＯＫ］ボタン
を押して登録します。

①登録されていない行（登録欄にレ点が付いていない）を選択し
［事業所登録］ボタンを押して、事業所登録画面を開きます。



【オンライン受注】得意先商品の即時登録

得意先商品テーブルに受注商品が登録してないと受注登録ができません。受注登録画面で即時に登
録することができます。

③商品テーブルを開いて、該当商品を選択し、［ＯＫ］ボタン
を押して登録します。

①伝票明細（商品）行を選択し［商品設定］ボタンを押して、得意先商品登録
画面を開きます。

②品名、コード、特別単価などは、
受信データからセットされています。



【オンライン受注】受注登録の完了と再処理

【完了すべての伝票が登録できてから（登録欄にすべてレ点が付いたら）受注登録画面を閉じます。
【再処理】受注登録画面を閉じると、受信ファイルはファイル名を保存年月日に変更して保存されます。
次回に受注登録画面を開いても一度開いた受信データは自動的には表示されません。未登録の伝票
を残したまま、受注登録画面を閉じた場合は下記の手順で操作します。

①［…］ボタンを押してファイル指定ダイアログを開きます。

②［ＯｄｒＢａｃｋ］フォルダーをダブルクリックして開きます。

③ﾌｧｲﾙの種類を「すべてのﾌｧｲﾙ」に変更し、該当のファイルを開きます。

④開いたﾌｧｲﾙが受注登録画面に表示されるので、
未登録の伝票を登録します。



【オンライン受注】受注伝票の削除

オンライン伝票は受注画面では、編集・削除ができません。削除したい場合はオンライン受注登録画面
で操作さます。

●オンライン伝票も受注伝票の一覧画面に表示されますが
編集・削除はできません。

●オンライン受注登録画面で、該当の受信ファイルを開き
登録欄の□のレ点をはずして登録を取り消します。



【初期設定】自社設定

自社名 事業年度の開始月 商品の単価の設定数
例：３に設定すると０～３までの４段階になります。

自社の事業所

入出金口座

消費税
売上伝票、仕入伝票の入力
時に、伝票日付に該当する
消費税率が適用されます。



【初期設定】部門設定

①事業所を選択します。

②［追加］ボタンを押して、事業所の部門を登録します。

社員を登録すると、ここに表示されます。



【初期設定】倉庫設定

●［追加］ボタンを押して、倉庫を登録します。



【テーブル登録】社員テーブル

社員の所属部門



【テーブル登録】得意先テーブル（得意先情報）

得意先略称

営業担当者

得意先コード

伝票：受注伝票の入力で得意先を選択するとディフォルト表示されます。

区分：未使用

宛先：
得意先正式名称
伝票/請求書の宛名
に印字されます。

取引：取引内容や請求書種類を設定します。

単価区分：商品のどの単価を
使用するか設定します。



【テーブル登録】得意先テーブル（事業所）

伝票：受注伝票の入力で事業所を選択するとディフォルト表示されます。



【テーブル登録】得意先テーブル（届け先）

伝票：受注伝票の入力で届け先を選択するとディフォルト表示されます。



【テーブル登録】仕入先テーブル

仕入先略称

仕入担当者

仕入先コード

伝票：注文書の入力で仕入先を選択するとディフォルト表示されます。

区分：未使用

宛先：
。

取引：取引内容を設定します。



【テーブル登録】商品テーブル

商品名称
商品コード
入り数

伝票の印字内容

未使用

未使用

原価：
注文書にディフォルト表示

原単価、売単価：
自社設定の商品単価数
の設定により入力欄の
数が変わります。

構成データを登録してお
けば、「製品入庫」の入力
で表示されます。

未使用



【テーブル登録】得意先商品設定

得意先商品を設定するのは、以下のような場合です。
●得意先が指定した品名やコードで伝票に印字したい●通常の単価でなく、特別単価を適用したい
●オンラインの注文商品と自社商品を結びつける

①得意先を選択し、［商品追加］ボタンを押して
設定画面を開きます。

未使用

未使用

受注伝票入力の備考欄に表示

商品テーブルから選択得意先指定の印字内容

□をクリックしてレ点を付けて、特別単価を入力します。
受注伝票の入力でこの特別単価が表示されます。
レ点をはずすと未設定に戻ります。



【参考】原単価・売単価の決定

①オンライン受注伝票は、受信データの単価が無条件にセットされます。

受注伝票の原単価・売単価は次の優先順位で決定されます。オンライン以外は手打ちで単価が変更可能です。

原単価 売単価

②受注伝票の手入力では、得意先商品設定で特別単価が設定されて
いれば、これがセットされます。

③受注伝票の手入力では、得意先商品設定で特別単価が設定されていなければ
得意先の単価区分に該当する商品の単価がセットされます。



【レポート】受注一覧表

得意先別表示

抽出条件：伝票（受注/売上）の受注日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の商品明細
表示切替：得意先別/商品別 商品別表示



【レポート】出荷一覧表

得意先別表示

抽出条件：伝票（受注/売上）の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の商品明細
表示切替：得意先別/商品別 商品別表示



【レポート】粗利一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を集計して表示
表示切替：得意先別/担当別/事業所別/部門別/商品別

得意先別

担当別

事業所別

部門別

商品別

数量/金額/原価/粗利/率表示切替



【レポート】得意先粗利一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を得意先別に集計して表示
表示切替：担当別/事業所別/部門別/商品別

担当別

事業所別

部門別

商品別

得意先別表示表示切替



【レポート】商品粗利一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を商品別に集計して表示
表示切替：得意先別/担当別/事業所別/部門別

担当別

事業所別

部門別

得意先別

商品別表示表示切替



【レポート】売上一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を集計して表示
表示切替：得意先別/担当別/事業所別/部門別/商品別

得意先別

担当別

事業所別

部門別

商品別

売上/返品/値引/その他表示切替



【レポート】得意先売上一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を得意先別に集計して表示
表示切替：担当別/事業所別/部門別/商品別

担当別

事業所別

部門別

商品別

得意先別表示表示切替



【レポート】商品売上一覧表

抽出条件：売上伝票の出荷日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を商品別に集計して表示
表示切替：得意先別/担当別/事業所別/部門別

担当別

事業所別

部門別

得意先別

商品別表示表示切替



【レポート】売掛金管理表

売掛金残高の確定処理が済んでいる年月のみ内容が表示されます。
表示切替：得意先別/担当別

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。

得意先別表示

担当別表示



【レポート】得意先元帳

①［年度］と［年月］を選択します。 ②得意先を選択します。

日付順に伝票明細（売上伝票・入金伝票）が表示されます。

●売上伝票

●入金伝票

●合計請求書の消費税
（請求書単位に消費税を
計算する設定の場合の
み）

●売掛金前月残高



【レポート】入金一覧表

入金伝票の内容が表示されます。
表示切替：得意先順/入金日順

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。



【レポート】入金予定表

請求書の一覧が表示されます。入金伝票の入力で請求書の参照入力をしたものは入金額が表示されます。
表示切替：得意先順/入金予定日順

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。



【レポート】仕入一覧表

抽出条件：仕入伝票の納品日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を集計して表示
表示切替：仕入先別/担当別/事業所別/部門別/商品別

仕入先別

担当別

事業所別

部門別

仕入/返品/値引/その他表示切替

商品別



【レポート】仕入先仕入一覧表

抽出条件：仕入伝票の納品日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を仕入先別に集計して表示
表示切替：担当別/事業所別/部門別/商品別

担当別

事業所別

部門別

商品別

仕入先別表示表示切替



【レポート】商品仕入一覧表

抽出条件：仕入伝票の納品日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の明細を商品別に集計して表示
表示切替：仕入先別/担当別/事業所別/部門別

担当別

事業所別

部門別

仕入先別

商品別表示表示切替



【レポート】納品一覧表

仕入先別表示

抽出条件：伝票（仕入）の納品日が指定期間内のもの
表示内容：伝票の商品明細
表示切替：仕入先別/商品別 商品別表示



【レポート】買掛金管理表

買掛金残高の確定処理が済んでいる年月のみ内容が表示されます。
表示切替：仕入先別/担当別

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。

仕入先別表示

担当別表示



【レポート】仕入先元帳

①［年度］と［年月］を選択します。 ②仕入先を選択します。

日付順に伝票明細（仕入伝票・出伝票）が表示されます。

●仕入伝票

●支払処理の消費税
（支払単位に消費税を計
算する設定の場合のみ）

●買掛金前月残高



【レポート】出金一覧表

出金伝票の内容が表示されます。
表示切替：仕入先順/出金日順

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。



【レポート】出金予定表

支払の一覧が表示されます。出金伝票の入力で支払の参照入力をしたものは出金額が表示されます。
表示切替：仕入先順/出金予定日順

①［年度］と［年月］を選択します。 ●表示の切り替えができます。



【レポート】在庫一覧表

倉庫別の現品在庫の一覧が表示されます。

①倉庫を選択します。



【レポート】在庫受払表

月次の在庫の受け払いが表示されます。

①［年度］と［年月］を選択します。 ●倉庫を選択します。



【基本操作】①一覧画面の操作方法

販売プラスの操作方法は、Windows標準に準拠しています。各種の画面で基本的な操作方法はほぼ共通です。
ここでは一覧形式の画面の操作を「受注一覧」画面を例にあげて説明します。

●メニュー
クリックして、操作を選択します。

●ツールバー
よく使う操作が置かれています。

●ポップアップメニュー
右ボタンをクリックして、メニューを開きます。

●操作方法
①操作の対象を選択（クリック）します。
・行を選択すると［編集］［削除］などの操作ができます。
・行を選択していない状態では、新規作成の［受注登録］のみが操作できます。
②メニュー、ツールバー、ポップアップメニューのいづれかから操作を選択します。

（参考）受注の入力画面は、下記の各種の操作で開けます。
最初に受注（行）をクリックして選択する。
方法１．メニューの［受注(F)］の［編集(E)］を選択。
方法２．ツールバーの［編集］を押す。
方法３．ポップアップメニューの［編集(E)を選択。
方法４．受注をダブルクリックする。
方法５．［Enter］キーを押す。



【基本操作】②伝票入力画面の操作方法

ここでは伝票の入力方法を受注伝票の入力画面を例にあげて説明します。

●明細行の入力欄
・［Enter］［→］［←］［↑］［↓］
キーで入力欄の移動ができ
ます。
・コード欄で商品ｺｰﾄﾞを入力
して［Enter］キーを押します。
・空欄（ｺｰﾄﾞを入力しないで）
のままで［Enter］キーを押した
時は、商品テーブルが開きま
す。

●伝票ヘッダーの入力欄
・［Tab］キーで次の入力欄に
移動します。

●ファンクションキーを押して、明細行
の追加、削除、移動ができます。

●［▼］ボタンの入力欄はボタンを押して表示
項目から選択します。

●得意先や担当者などの入力欄は、①ｺｰﾄﾞを直接入力して[Enter]キーを
押す②空欄のままで［Enter］キーを押してテーブルを開く③［...］ボタンを押
してテーブルを開くのいづれかで操作できます。

●［OK］ボタンを押して
伝票を登録します。

●日付欄は［▼］ボタンを押し
てカレンダーから選択するか、
日付を直接入力します。



【基本操作】③テーブル登録画面の操作方法

●フォルダーを選択すると、
画面右欄に選択したフォル
ダーの中の商品一覧が表示
されます。

商品一覧の表示

●操作方法
①操作の対象を選択します。（フォルダや商品を選択）
②ツールバー、ポップアップメニューから操作を選択します。

●操作の対象がフォルダーと商品一覧では、操作内容が変わります。
・たとえば、フォルダーを選択して［新規作成］ボタンを押すとフォルダーの登録画面が開きます。
選択したフォルダーの中に新規フォルダーが作成されます。・
・画面右の商品一覧を選択（クリック）して［新規作成］ボタンを押すと商品の登録画面が開きます。
選択しているフォルダーの中に商品が登録されます。

ここではテーブルの登録方法を商品テーブルを例にあげて説明します。

（参考）商品を選択して、ドラッグ＆ドロップ操作で、商品を
他のフォルダーに移動することができます。



【基本操作】④レポート画面の操作方法

ここではレポートの操作方法を受注一覧表を例にあげて説明します。

①レポートを起動すると、データの抽出期間を
指定するダイアログが開きます。

●期間の指定ができます。

●表示の切り替えができます。
この例では、得意先別/商品別

●印刷ができます。

●印刷のプレビュー

●コピーしてエクセルに貼り付けできます。
・ＳＨＩＦＴ+クリックでコピー範囲を指定する。または
編集メニューのすべて選択をする。
・［コピー］ボタンを押す。
・エクセルに貼り付けする。

●テキストファイルに出力できます。


